
 

招聘講演 抄録 

 

 
日 時 6 月 26 日（日） 11:30～12:30 

演 者 尾身 茂（公益財団法人結核予防会（JATA） 代表理事） 

座 長 川原田 恒（公益社団法人 地域医療振興協会 東通地域医療センター 管理者） 

 

概 要 新型コロナウイルス感染症について、我が国では様々な感染対策を講じてきた。クラスタ

ー対策や検査体制、緊急事態宣言等の措置を振り返りながら、これまでの評価をしてい

く。 

また、その評価によって抽出された課題やこれからの見通しについて述べていきたい。 

 

 

【略歴】 

1978 年自治医科大学卒（一期生）。卒業後、東京都立墨東病院研修医、伊豆七島勤務医等。1990 年より

ＷＨＯ西太平洋地域事務局に勤務。西太平洋地域において小児麻痺（ポリオ）の根絶対策などで陣頭指揮。

1999 年ＷＨＯ西太平洋地域事務局長就任後、ＳＡＲＳの制圧及び各加盟国の地域医療対策や結核対策等で

陣頭指揮。2009 年より自治医科大学地域医療学センター教授に就任すると同時にＷＨＯ執行理事を務め

る。2012 年より独立行政法人年金・健康保険福祉施設整理機構（ＲＦＯ）理事長、内閣官房新型インフル

エンザ等対策有識者会議の長。社会貢献活動として組織の利害やイデオロギーにとらわれず、将来の社会づ

くりに貢献すべく 2015 年 9 月、NPO 法人「全世代」を設立。 

2020 年 2 月、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議 副座長、2020 年 7 月、新型インフルエンザ

等対策有識者会議 新型コロナウイルス感染症対策分科会 会長を務める。 

2021 年 4 月 新型インフルエンザ等対策推進会議 議長、新型インフルエンザ等対策推進会議基本的対処

方針分科会 分科会長、新型インフルエンザ等対策推進会議 新型コロナウイルス感染症対策分科会 分科

会長就任。2022 年 4 月より公益財団法人結核予防会（JATA）代表理事に就任。 
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